
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書   

 
学 校 名       

 
恵那市立串原中学校 

 
実 施 期 間 

 
平成２５年１１月１７日(日)～１２月 １日(日) 

 
実 施 概 要 

  
①串原文化祭に参加。中山太鼓の演奏、全校合唱、ボランティア活動を行った。 

②１１月２１日に、総合的な学習の時間を使って、地域の福祉施設「ひまわり」を

訪問し、高齢者の方々とふれあい、中山太鼓と合唱を披露した。 

③１２月１日(日)授業参観を公開日とし、小・中学校の保護者および地域代表を

招き、授業参観、学校教育活動に対する意見交流の会を実施した。午後から親

子参加の資源回収と奉仕作業を行った。 
 
実 施 内 容 

 
 

 
学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   レ文化   □産業   □その他  
 
公開の方法 
 レ授業公開 レ成果発表 レ交流活動 □講演会等 
 
 レ地域行事等参加 レその他 

 
来 校 者 数 

 
 

 
保 護 者 

 
    ３３人 

 
 

 計 ２３３ 人 
 

 
地域関係者 

 
   ２００人 

 
実 施 状 況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①地域の老人福祉施設「ひまわり」への福祉訪問を実施（１１／２１）  

中山太鼓の演奏と合唱を披露。その後、太鼓の体験コーナーを設け利用者の方

とのふれあい交流の場を設定した。利用者の方にばちを渡して隣に並んで一緒

に太鼓を叩き交流を深めた。  

②串原文化祭への参加（１１／１７）  

 地域の保育園、小学校、中学校、地域住民が参加して日頃の学習や活動の

成果を発表した。文化展では研究レポートや立体作品などの作品を展示。

ステージでは中山太鼓 5曲の演奏と全校合唱を発表した。午後は野外で中

山太鼓の演奏を披露した。その後、小学生による子ども歌舞伎を鑑賞し、

体験コーナーや、ステージ発表の裏方の仕事などのボランティア活動を実

施した。  

③授業参観、学校評議員会、分団会、資源回収、奉仕作業（１２／１）  

 全校道徳授業を公開し、保護者、学校評議員さんに参観していただいた。評議

員会では、学校の取り組みの説明後、自己評価、保護者アンケートを参考にし

ながら学校経営について意見や評価をいただいた。分団会では、小中学生とそ

の保護者が登下校の振り返りと冬休みの分団行事について話し合った。午後か

らは、PTA 主催で中学生と保護者で資源回収を行った。終了後、地区ごとに分

かれ校舎内の窓拭き、蛍光管の清掃を行った。 
 
成果及び課題 

 
 
 
 
 
 

＜成果＞   

地域と一体となって文化祭に取り組むことで、中学生が地域の一員とし

ての役割りを担い自覚を促すことができた。地域の伝承芸能である「中

山太鼓」を地域の文化祭の中で披露したり、文化祭を支える仕事を手伝

ったりすることで、伝統文化の担い手という自覚を育てると共に、過疎

化の進む串原の希望となる役割を果たすことができた。 

＜課題＞   

・地域の中学生に対する期待は大きい。そのことを踏まえ、太鼓や合唱等

の練習時間の位置付け方を工夫し、授業時数の確保に努める。また、事

前・事後指導を充実させて生徒の活動に対する意義や達成感を実感させ

る。 

  


